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ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
研
究
活
動
報
告

第
二
期
勉
強
会
開
催
報
告

第
十
二
回（
通
算
第
二
十
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
勉
強
会
報
告

（
令
和
元
年
九
月
十
三
日
）

　

最
初
に
荒
木
康
彦
特
別
研
究
員
よ
り
校

史
関
係
の
学
外
史
資
料
の
紹
介
と
説
明
が

あ
っ
た
。
今
回
の
勉
強
会
で
は
、
日
本
大

学
専
門
学
校
に
関
す
る
史
資
料
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
立
憲
政
友
会
正
統
派

の
機
関
誌
『
立
憲
政
友
』
な
る
貴
重
な
文

献
を
古
書
店
で
入
手
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
同
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回

以
降
の
勉
強
会
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

次
い
で
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
小
委

員
会
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
作
業
部
会
の
活
動

に
つ
い
て
冨
岡
勝
研
究
員
よ
り
報
告
が

あ
っ
た
。
小
委
員
会
の
作
業
で
は
大
き
な

進
展
は
な
か
っ
た
が
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で

は
、
総
務
部
の
史
資
料
整
理
が
行
わ
れ
、

大
い
に
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
引
き
続
き
調
査
を
行
い
、
国
立
公
文

書
館
の
史
資
料
と
照
合
し
な
が
ら
、目
録
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
告
げ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
冨
岡
研
究
員
か
ら
二
〇
一
九

年
一
〇
月
以
降
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
校
史
資
料

調
査
を
継
続
す
る
こ
と
、
東
大
阪
キ
ャ
ン

パ
ス
だ
け
で
な
く
、
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
史
資
料
残
存
状
況
の
調
査
を
行
う

こ
と
、
を
主
た
る
作
業
に
掲
げ
た
。
ま
た
、

整
理
後
の
史
資
料
を
順
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
写
真
撮
影
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
貼

付
け
、
各
部
署
・
各
学
部
で
の
基
礎
年
表

の
作
成
を
行
う
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
。
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の

成
果
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
他
、
第
二
期
の
報
告
書
の
作
成
の

流
れ
に
つ
い
て
も
冨
岡
研
究
員
か
ら
説
明

が
あ
り
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
末
を
原
稿

提
出
期
限
と
し
て
、
編
集
・
製
本
に
移
り
、

三
月
完
成
を
目
標
に
す
る
と
い
う
方
針
が

示
さ
れ
た
。

（
短
期
大
学
部
教
授
・

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

井
田　

泰
人
）

第
十
三
回
（
通
算
第
二
十
二
回
）
勉
強
会

（
令
和
元
年
十
二
月
七
日
）

　

三
木
一
司
研
究
員
の
司
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
前
回
勉
強
会
記
録
の
確
認
後
、
本

日
の
話
題
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
荒
木
康
彦
特
別
研
究
員
よ
り
校

史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
の
報
告
が
行

わ
れ
た
。「
日
本
大
学

大
阪
專
門
學
校
長　

法
学

博
士
小
野
村
胤
敏
殿
」
宛
の
「
誓
約
書
」

及
び
「
大
阪
專
門
學
校
學
則
中
変
更
認
可

　

昭
和
十
五
年
二
月
十
四
日
」
に
つ
い
て

の
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
、
本
学
の
前
身

校
で
あ
る
日
本
大
學
大
阪
専
門
學
校
に

「
理
學
科
」
が
新
設
さ
れ
る
に
至
る
経
過

が
実
証
的
に
示
さ
れ
た
報
告
で
あ
っ
た
。

　

次
に
田
窪
直
規
研
究
員
と
冨
岡
勝
研
究

員
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂

小
委
員
会
内
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
作
業

部
会
」
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
二
期

報
告
書
構
成
案
の
一
部
修
正
、
第
三
期
活

動
計
画
案
の
一
部
修
正
に
つ
い
て
冨
岡
研

究
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、承
認
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
報
告
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
十

一
月
五
日
の
信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
訪
問
調
査
の
件
、
全
国
大
学
史
資
料

協
議
会
西
日
本
部
会
よ
り
年
次
総
会
と
研

究
会
の
会
場
校
の
相
談
を
受
け
て
い
る
件
、

「
教
職
教
育
部
三
〇
年
史
略
年
表
作
成
の

学
外
史
資
料
調
査

第
十
二
回
（
通
算
第
二
十
一
回
）
勉
強
会

（
令
和
元
年
九
月
十
三
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
①

　

⑴
「
身
分
證
明
書
」（
日
本
大
學
専
門

學
校
）

　

⑵
「
通
学
證
明
書
」（
日
本
大
學
専
門

學
校
）

　

⑶
「
卒
業
證
明
書
」・「
證
明
書
」・「
學

科
課
程
表
」（
日
本
大
學
専
門
學
校
）

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
『
小
野
村

胤
敏
氏
関
係
史
料　

日
本
大
学
（
大
阪
）

専
門
学
校　

１
』
フ
ァ
イ
ル
（
以
後
、『
小

野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

１
』
と
略
称
す

る
）
及
び
『
小
野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

日
本
大
学（
大
阪
）専
門
学
校　

２
』フ
ァ

イ
ル
（
こ
れ
も
『
小
野
村
胤
敏
氏
関
係
史

料　

２
』
と
略
称
す
る
）
は
、
い
ず
れ
も
、

「
小
野
村
胤
敏
氏
「
校
長
と
し
て
」
フ
ァ

イ
ル
写
し
、
遺
族
・
資
文
氏
よ
り
借
用
複

試
み
」（『
近
畿
大
学
教
育
論
叢
』
第
三
十

一
巻
第
一
号
）
完
成
の
件
に
つ
い
て
冨
岡

研
究
員
か
ら
簡
単
な
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
次
回
研
究
会
に
つ
い
て
今
後

日
程
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
追
記
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
関
係

で
次
回
研
究
会
は
、
二
〇
二
一
年
以
降

に
開
催
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
教
職
教
育
部
教
授

　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　

冨
岡　

勝
）

写
」
で
あ
る
と
の
「
来
歴
」（H

erkunft

）

が
明
記
さ
れ
て
い
る
史
料
群
で
あ
る
。

　

右
記
の
⑴
・
⑵
・
⑶
の
史
料
の
コ
ピ
ー

を
『
小
野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

１
』
の

中
で
発
見
し
た
。

　

⑴
の
「
身
分
證
明
書
」
は
、
縦
約
一
〇
・

五
セ
ン
チ
横
約
六
・
五
セ
ン
チ
の
サ
イ
ズ

も
の
で
あ
る
。
私
の
従
来
一
次
史
料
に
立

脚
し
た
研
究
か
ら
、
校
長
代
理
だ
っ
た
小

野
村
胤
敏
先
生
の
「
日
本
大
學
専
門
學
校

長
」
就
任
は
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
五
日

で
あ
る
事
、「
日
本
大
學
専
門
學
校
」
か
ら

「
日
本
大
學
大
阪
専
門
學
校
」
へ
の
「
校

名
改
稱
」
が
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日

に
「
文
部
省
告
示
第
百
九
十
八
号
」
で
認

可
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
十
四
年
四
月
四
日

刊
行
『
官
報
』
第
三
六
七
一
号
掲
載
）
事

を
解
明
し
て
お
り
、
こ
れ
に
立
脚
す
る
な

ら
ば
、
当
該
「
身
分
證
明
書
」
は
こ
の
間

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
謂
う
ま

で
も
な
い
。
こ
の
史
料
に
於
い
て
注
目
さ

る
べ
き
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

ⅰ
「
右
本
校　
　
　

タ
ル
コ
ト
ヲ
証
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「
大
阪
上
六
」
と
「
長
セ
」
と
の
間
は
、「
特

区
」
で
十
三
銭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
特

定
料
金
」
及
び
「
特
区
」
の
設
定
は
、
無
論
、

翌
十
四
年
の
日
本
大
學
専
門
學
校
設
立
を

想
定
し
て
の
措
置
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
昭
和
四
年
九
月
十
六
日
上
本
町
・
山
本

間
に
、「
學
生
定
期
乗
車
券
を
特
定
し
た
」

と
さ
れ
、「
一
箇
月
」
の
場
合
の
「
運
賃
」
は

三
円
二
〇
銭
、「
三
箇
月
」の
場
合
の「
運
賃
」

は
九
円
六
〇
銭
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
阪
電

気
軌
道
株
式
會
社
三
十
年
史
』三
七
九
頁
）
。

　

実
際
に
「
通
学
證
明
書
」
を
利
用
し
て

大
阪
電
気
軌
道
の
「
學
生
定
期
乗
車
券
」

を
購
入
し
て
通
学
し
た
前
身
校
の
学
生
の

実
数
は
把
握
し
が
た
い
が
、
そ
の
数
的
動

向
が
反
映
し
て
い
る
と
見
做
し
得
る
史
料

を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、
近
畿
大
学
中
央

図
書
館
所
蔵
の
『
市
制
施
行
上
申
書　

大

阪
府
中
河
内
郡
布
施
町
・
長
瀬
町
・
小
阪

町
・
楠
根
町
・
意
岐
部
村
・
彌
刀
村
』（318.1

・

Sh89

）
に
添
附
さ
れ
た
参
考
書
類
「
七
、

運
輸
交
通
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
阪
電

気
軌
道
株
式
會
社
の
長
瀬
駅
の
昭
和
十
一

年
「
乗
降
客
調
」
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を

抜
粋
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

明
ス
」
と
し
て
、
証
明
対
象
の
身
分
を
記

入
す
る
空
白
部
が
あ
る
事
で
あ
る
。
従
っ

て
、当
該
「
身
分
證
明
書
」
の
対
象
は
「
日

本
大
學
専
門
學
校
」
の
学
生
だ
け
で
は
な

く
て
、
例
え
ば
職
員
も
含
ま
れ
た
可
能
性

が
排
除
出
来
な
い
。

　

ⅱ
当
該
「
身
分
證
明
書
」
の
四
隅
の
角
に

「
日
本
大
學
」
の
一
文
字
ず
つ
が
会あ

し
ら釈
わ
れ

て
い
る
事
か
ら
、
東
京
の
日
本
大
學
に
於

け
る
「
身
分
證
明
書
」
と
の
共
通
性
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
未

だ
当
時
の
日
本
大
學
に
於
け
る
「
身
分
證

明
書
」
が
発
見
出
来
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
点
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

⑵
の
「
通
学
證
明
書
」
も
⑴
同
様
に
、
昭

和
十
年
十
一
月
二
十
五
日
以
降
昭
和
十
四

年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

通
学
す
る
「
日
本
大
學
専
門
學
校
」
の
学

生
に
交
付
さ
れ
た
「
通
学
證
明
書
」
で
あ

ろ
う
と
想
わ
れ
る
。
現
実
的
に
は
大
阪
電

気
軌
道
（
近
畿
日
本
鉄
道
の
前
身
）
の
利

用
と
い
う
事
に
な
る
が
、
大
正
十
三
年
十

月
三
一
日
に
は
足
代
・
八
尾
間
の
開
業
が

な
さ
れ
（
佐
伯
勇
編
輯
兼
発
行
『
大
阪
電

気
軌
道
株
式
會
社
三
十
年
史
』
大
阪
電
気

軌
道
株
式
會
社　

昭
和
十
五
年
、
二
一
四

頁
。
以
後
、
本
書
は
『
大
阪
電
気
軌
道
株
式

會
社
三
十
年
史
』
と
略
称
す
る
）、
そ
の
間

に
「
長
瀬
停
留
所
」
が
設
け
ら
れ
、
上
本

町
・
長
瀬
間
が
片
道
十
三
銭
の
「
特
定
料

金
」
と
さ
れ
て
い
る
（『
大
阪
電
気
軌
道
株

式
會
社
三
十
年
史
』
三
五
四
頁
）。
同
年
十

月
三
十
日
付
『
阪大

毎
日
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
同
社
の
広
告
「
十
月
三
十
一

日
ヨ
リ
大
阪
六上

八
尾
間
新
線
開
通
」
に
も

　

乗
客
数
・
降
客
数
共
に
四
月

−

六
月
、

九
月

−

十
一
月
に
比
し
て
、
七
月
・
八
月

は
可
成
り
少
な
く
、
特
に
八
月
が
少
な
い

一
因
は
、
日
本
大
學
専
門
學
校
が
夏
季
休

暇
期
間
中
で
あ
る
事
で
あ
ろ
う
。
乗
客
数

の
四
月

−

六
月
・
九
月

−

十
一
月
の
平
均

は
約
一
二
三
〇
三
一
で
、
こ
れ
を
八
月
の

乗
客
数
か
ら
減
じ
る
と
三
四
二
八
八
と
な

る
。
降
客
数
の
四
月

−

六
月
・
九
月

−

十
一
月
の
平
均
は
約
一
二
二
八
二
八
で
、

こ
れ
を
八
月
の
降
客
数
か
ら
減
じ
る
と

三
四
二
三
三
と
な
る
。
こ
の
両
者
の
数
字

を
夫
々
一
箇
月
の
日
数
三
一
で
割
る
と
、

前
者
が
一
一
〇
六
、
後
者
が
一
一
〇
四
と

な
り
、
大
体
等
し
い
数
字
と
な
り
、
従
っ

て
こ
の
数
字
に
「
通
学
證
明
書
」
を
利
用

し
て
購
入
し
た
大
阪
電
気
軌
道
「
學
生
定

期
乗
車
券
」
で
通
学
し
た
日
本
大
學
専
門

學
校
の
学
生
数
が
反
映
し
て
い
る
と
推
測

出
来
よ
う
。

　

⑶
で
刮
目
す
べ
き
は
、「
卒
業
證
明
書
」

及
び
「
證
明
書
」
は
、「
法
律
」
か
「
商
」

か
の
科
名
を
選
択
記
入
す
る
形
式
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
附
属
す
る
「
學
科
課
程

表
」
で
は
選
択
で
は
な
く
て
「
法
律
科
」

「
商
科
」
共
用
の
形
式
で
あ
る
事

で
あ
る
。
当
該
「
學
科
課
程
表
」

に
は
学
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
配
置
さ
れ
て
い
る
「
學
科
目
」

名
か
ら
按
ず
れ
ば
、
上
段
が
一
年

次
、
中
段
が
二
年
次
、
下
段
が
三

年
次
で
あ
ろ
う
。
各
年
次
に
於
い

て
、「
法
律
科
」「
商
科
」
に
関
係

な
く
、
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い

う
事
に
な
る
。

　

前
回
報
告
し
た
如
く
『
小
野
村

胤
敏
氏
関
係
史
料　

１
』
所
収
の
、
日
本

大
學
専
門
學
校
「
昭
和
十
一
年
三
月
卒
業

見
込
者
名
簿
」
に
は
「
商
科　

参
拾
八
名
」

「
法
律
科　

拾
九
名
」
の
「
卒
業
見
込
者
」

が
挙
げ
ら
れ
、各
学
生
の「
生
年
月
日
」「
原

籍
地
」「
出
身
中
學
校
」「
特
有
技
能
」「
兵

役
関
係
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

の
「
出
身
中
學
校
」
を
分
析
す
る
と
、
注

目
す
べ
き
事
に
は
「
商
科
」
で
は
商
業
學

校
出
身
者
が
六
名
で
十
五
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
に
過
ぎ
な
い
が
、「
法
律
科
」
で
は
商
業

學
校
出
身
者
が
八
名
で
四
二
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。
商
業
學
校
出
身

者
が
「
法
律
科
」
で
も
容
易
に
学
習
出
来

た
一
因
は
、「
商
科
」
と
同
一
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
あ
っ
た
事
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、「
法
律

科
」「
商
科
」
に
関
係
な
く
一
年
次
か
ら

三
年
次
ま
で
「
體
操
」
が
週
二
時
間
置
か

れ
て
い
る
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
軍
事
教
練

と
の
関
連
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
大
阪
専
門
學

校　

第
５
の
１　

大
阪
』
な
る
簿
冊
収
録

の
史
料
に
よ
る
と
、
大
正
十
三
年
七
月

三
十
一
日
に
日
本
大
學
専
門
學
校
に
つ
い

て
「
専
門
學
校
設
立
許
可
願
」
を
「
設
立

者
」
平
沼
騏
一
郎
は
「
文
部
大
臣
岡
田
良

平
」
宛
に
提
出
し
て
い
る
が
、
大
正
十
四

年
三
月
三
十
一
日
に
平
沼
騏
一
郎
は
「
陸

軍
大
臣
宇
垣
一
成
」「
文
部
大
臣
岡
田
良

平
」
宛
に
「
本
年
三
月
十
二
日
付
ヲ
以
テ

御
認
可
相
成
タ
ル
」
専
門
學
校
を
「
徴
兵

令
第
十
三
條
ニ
依
リ
御
認
定
相
成
度
此
段

申
請
候
也
」
と
す
る
「
徴
兵
令
ニ
依
ル
認

定
ニ
関
ス
ル
申
請
」
を
提
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、大
正
十
四
年
五
月
十
六
日
付『
官

　
　
　
　
　

乗
客　
　
　
　
　
　

降
客

　

四
月　
　

一
一
八
七
三
〇　
　

一
一
八
五
二
四

　

五
月　
　

一
一
九
八
九
五　
　

一
一
九
七
五
八

　

六
月　
　

一
一
九
六
五
〇　
　

一
一
九
四
六
九

　

七
月　
　
　

九
八
九
六
七　
　
　

九
八
八
五
〇

　

八
月　
　
　

八
八
七
四
三　
　
　

八
八
五
九
五

　

九
月　
　

一
二
九
七
六
五　
　

一
二
九
五
二
八

　

十
月　
　

一
二
二
三
八
六　
　

一
二
二
一
五
九

　

十
一
月　

一
二
七
七
五
八　
　

一
二
七
五
三
二
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報
』
第
三
千
八
百
十
七
號
に
前
身
の
専
門

學
校
に
対
す
る
徴
兵
令
第
十
三
條
に
依
る

認
定
が
「
◎
陸
軍
省

文
部
省

告
示
第
三
十
五
號
」
と

し
て
、
左
の
如
く
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　

故
に
、
前
身
校
で
は
設
立
直
後
に
軍
事

教
練
が
導
入
・
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
他
校
に
於
け
る
軍
事

教
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
瞥
見
す
る
と
次

の
様
に
な
る
。
昭
和
八
年
の
明
治
大
学
の

「
豫
科
規
則
」
に
よ
る
と
、
修
業
年
限
三

年
の
「
第
一
種
」、修
業
年
限
二
年
の
「
第

二
種
」
の
何
れ
で
も
必
修
科
目
に
体
操
が

あ
り
、
前
者
で
は
週
二
時
間
三
年
、
後
者

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査
②

　

昭
和
十
二
年
三
月
十
日
付
け
小
野
村
胤

敏
先
生
宛
の
榊
原
坤
作
先
生
書
簡

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
『
小
野

村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

２
』
の
中
で
、
非

常
に
貴
重
な
史
料
と
も
謂
う
べ
き
、
昭
和

十
二
年
三
月
十
日
付
け
小
野
村
胤
敏
先
生

宛
の
榊
原
坤
作
先
生
書
簡
の
コ
ピ
ー
を

発
見
し
た
。
当
該
書
簡
は
縦
約
二
一
セ
ン

チ
横
約
八
・
五
セ
ン
チ
の
封
筒
及
び
縦
約

二
〇
・
五
セ
ン
チ
横
約
一
五
セ
ン
チ
の
便
箋

一
枚
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。
往
時
の
コ

ピ
ー
機
に
よ
る
複
写
で
あ
る
為
に
不
鮮
明

と
の
返
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
先
ず
今
回

の
発
見
自
体
意
義
が
大
き
い
と
謂
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
後
述
す
る
様

に
、
書
簡
の
内
容
も
頗
る
刮
目
に
値
す
る

面
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の

史
料
を
史
学
理
論
（die T

heorie der 
Geschichtsw

issenschaft

）
に
確
と
則
り
、

厳
し
く
吟
味
し
た
結
果
を
報
告
し
た
い
。

で
は
週
二
時
間
二
年
と
さ
れ
、
具
体
的
な

内
容
は
軍
事
教
練
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
（
佐
藤
隆
『
明
治
大
学
正
課
体
育

の
歴
史
』『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
通
巻

三
三
三
号
、
平
成
十
二
年
三
月
）
。

中
央
大
学
の
「
中
央
大
学
の
歴
史

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
で

公
開
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
大

正
十
四
年
十
一
月
付
「
教
練
教
授

数
等
ニ
関
ス
ル
件
ニ
付
回
答
」（
大

學
豫
科
）
に
よ
れ
ば
「
教
練
毎
週

教
授
總
時
間
数
」
は
一
年
で
は
四
、

二
年
で
は
二
、三
年
で
は
二
と
な
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
そ
の
当
時
の
他
校
の
事
例

か
ら
、
日
本
大
學
専
門
學
校
で
は
「
法
律

科
」「
商
科
」
に
関
係
な
く
一
年
次
か
ら

三
年
次
ま
で
「
體
操
」
が
二
時
間
置
か
れ

て
い
る
の
は
一
般
的
な
事
で
あ
り
、
そ
れ

は
実
質
的
に
は
軍
事
教
練
で
あ
ろ
う
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

で
、
筆
の
運
び
が
分
か
り
難
く
、
劣
化
が

進
ん
で
い
て
、
判
読
が
聊
か
困
難
で
あ
っ

た
が
、
鋭
意
努
力
し
て
解
読
に
成
功
し
た
。

　

日
本
大
學
職
員
で
あ
っ
た
榊
原
坤
作
先

生
は
周
知
の
如
く
、
前
身
の
専
門
學
校

創
設
の
事
実
上
の
責
任
者
で
あ
り
、
同
校

の
第
四
代
校
長
（
昭
和
八
年
九
月
に
就
任

す
る
も
翌
九
年
七
月
に
は
病
臥
）
を
務
め

た
人
士
で
あ
る
か
ら
、
前
身
校
の
歴
史
を

考
察
す
る
上
で
逸
す
る
事
が
出
来
な
い
重

要
な
存
在
で
あ
る
。
榊
原
先
生
に
関
す

る
一
次
史
料
は
従
来
発
見
さ
れ
て
お
ら

ず
、
以
前
に
「
日
本
大
学
総
合
学
術
情

報
セ
ン
タ
ー
」
に
問
合
せ
て
も
之
無
し

　

こ
こ
で
は
、
先
ず
最
初
に
、
こ
の
書
簡

の
解
読
文
を
掲
げ
、そ
の
後
に
こ
れ
を「
史

料
批
判
」（Q

uellenkritik

）
の
俎
上
に

載
せ
て
、
考
察
す
る
事
に
す
る
。

　

封
筒
の
表
で
あ
る
が
、
消
印
は
前
記
の

如
き
複
写
物
で
あ
る
事
か
ら
不
鮮
明
で
、

ご
く
一
部
し
か
分
ら
な
い
が
、
宛
先
は
次

の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

大
阪
市
東
区
博
労
町
二
丁
目
六
八

　
　
　
小
野
村
胤
敏
様

　
　
　
　
　
　
　
　
親
展

　

封
筒
の
裏
で
あ
る
が
、
印
刷
さ
れ
た
「
日
本
大
學
」
用
封
筒
に
修
正
・
書
き
込
み
（
行

書
体
で
表
記
）
が
為
さ
れ
、
発
信
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

西
神
田

　
　

東
京
市
神
田
三
崎
町

　
　
　

日　

本　

大　

学　

本
　
部

　
　
　
　

榊 

原 

坤 

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

〇
、○
三
〇
番　

〇
、〇
三
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

九　

段 

（33）  

〇
、六
四
○
番　

二
、二
〇
一
番  

※

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

三
、七
〇
七
番
（
図　

書　

館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

三
、〇
〇
六
番
（
豫
科
講
師
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

神　

田 

（25）  

三
、七
〇
八
番
（
理
科
教
務
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

             

（
兼
豫
科
宿
直
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

一
、三
八
五
番
（
出　

版　

部
）

　

右
ハ
徴
兵
令
第
十
三
條
第
一
項
第
二
號
ニ
依
ル
中

學
校
ノ
學
科
程
度
ト
同
等
以
上
ノ
學
校
ト
認
定
ス

但
シ
認
定
ノ
効
力
ハ
特
科
生
及
聴
講
生
ニ
及
ハ
ス

　

大
正
十
四
年
五
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
大
臣　

宇
垣　

一
成
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近
代
歴
史
学
の
理
論
の
精
髄
と
も
謂
う

べ
き
「
史
料
批
判
」（Q

uellenkritik

）
に

依
っ
て
甫
て
、
史
料
か
ら
「
史
実
」
が
紡

ぎ
出
さ
れ
得
る
事
は
、
今
更
此
処
で
蝶
々

す
る
必
要
も
な
い
。
此
処
で
改
め
て
、
当

該
史
料
を
「
史
料
批
判
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー

に
通
す
と
、
大
略
次
の
様
に
な
る
で
あ

ろ
う
。「
史
料
批
判
」
の
理
論
に
従
え
ば
、

発
見
さ
れ
た
史
料
を
、
先
ず
「
外
的
批
判
」

（die außere K
ritik

）
の
、
次
に
（die 

innere K
ritik

）
の
対
象
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
「
外
的
批
判
」
で
は
、先
ず
以
っ
て
「
来

歴
批
判
」（H

erkunftskritik

）
と
い
う

事
に
な
る
が
、
当
該
史
料
は
、
小
野
村
胤

敏
先
生
の
御
子
孫
か
ら
関
西
大
学
年
史
編

纂
室
の
関
係
者
が
採
取
し
た
史
料
の
中
の

一
点
で
あ
る
事
か
ら
、
来
歴
上
は
ほ
ぼ
問

題
は
な
い
。
更
に
、「
真
純
性
」（Echtheit

）

の
批
判
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
当
該

史
料
が
原
史
料
で
は
な
く
て
、
上
記
の
如

き
複
写
物
で
あ
る
か
ら
、
十
二
分
に
は
行

え
な
い
面
が
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
封
筒

も
便
箋
も
「
日
本
大
學
」
用
の
も
の
が
使

わ
れ
て
い
る
事
、
封
筒
表
の
消
印
の
一
部

と
し
て
判
読
し
得
る
「
11
」
と
通
信
文
末

尾
の
発
翰
日
付
け
「
十
日
」
に
齟
齬
が
な

い
、
詰
ま
り
、
昭
和
十
二
年
三
月
十
日
に

書
簡
は
識
さ
れ
、
翌
十
一
日
に
投
函
さ

れ
た
と
判
断
さ
れ
る
事
か
ら
、「
真
純
性
」

が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
見
做
し
得
る
。
と

は
謂
え
、
当
該
史
料
が
榊
原
先
生
の
直
筆

で
あ
る
（
換
言
す
れ
ば
、
代
筆
で
は
な

い
）
と
の
最
終
的
確
定
は
、
榊
原
先
生
直

筆
と
謂
え
る
他
の
史
料
の
発
見
を
俟
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
又
、
此
処
で
付
言
す
べ
き

は
、
次
の
様
な
点
で
あ
る
。
日
本
大
學
の

中
枢
部
た
る
「
本
部
」
の
所
在
地
が
、
従

来
の
「
三
崎
町
」
と
い
う
印
刷
部
分
が
修

正
さ
れ
て
「
西
神
田
」
と
識
さ
れ
て
お
り
、

「
本
部
」
の
「
三
崎
町
」
か
ら
「
西
神
田
」

へ
の
移
転
は
、
こ
の
時
期
が
山
岡
萬
之
助

先
生
に
よ
る
日
本
大
学
の
拡
大
路
線
が
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
事
（
細
島
喜
美
『
人
間

「
日
本
大
學
」
用
便
箋
に
識
さ
れ
た
通
信
文
を
解
読
し
た
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

拝
啓
益
々
御
清
祥
之
段
奉
賀
候

　

陳
者
昨
日
正
午
よ
り
山
岡
総
長
先
生
始
め
小
生
等

　

数
名
の
理
事
銓
衡
委
員
會
開
催
新
し
き

　

方
々
て
は
貴
台
及
熊
澤
財
務
部
長
理
事
尓
銓
衡

　

相
成
候
間
何
れ
日
本
大
學
よ
り
正
式
尓
御
連
絡
可
有
之

　

と
存
じ
候
而
不
取
敢
御
祝
辞
申
上
度
く
御
内
報

　

申
上
候　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

昭
和
十
二
年
三
月
十
日　
　

榊
原
坤
作

　

小
野
村
胤
敏
様

　
　
　
　
　
　
　

御
机
下

山
岡
萬
之
助
傳

−

わ
が
道
を
行
く

−

』（
講

談
社　

昭
和
三
十
九
年
）
一
五
五

−

一
五

六
頁
に
よ
れ
ば
、「
氏
が
管
理
者
に
な
っ

た
当
時
の
在
学
生
は
、
僅
か
二
千
名
あ
ま

り
だ
っ
た
が
、
昭
和
十
五
年
に
は
驚
異
的

な
三
万
六
千
名
に
膨
張
し
た
事
実
」）
を

反
映
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

次
に
、
通
信
文
の
「
内
的
批
判
」
に
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
記
と
共
に
一

次
史
料
の
典
型
的
な
存
在
で
あ
る
書
簡
は
、

時
候
の
挨
拶
を
除
き
、
発
翰
者
の
明
確
な

伝
達
意
図
の
も
と
に
識
さ
れ
て
い
る
事
に

想
い
を
輸
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
簡

の
場
合
は
、
そ
れ
は
次
の
様
な
事
で
あ
る
。

ⅰ
昭
和
十
二
年
三
月
九
日
正
午
よ
り
山
岡

総
長
・
榊
原
先
生
等
の
数
名
か
ら
構
成
さ

れ
る
理
事
銓
衡
委
員
會
が
開
催
さ
れ
た
事

ⅱ
そ
の
結
果
、
新
理
事
と
し
て
、
小
野
村

先
生
と
熊
澤
財
務
部
長
が
銓
衡
さ
れ
た
事

ⅲ
近
日
中
に
、
日
本
大
學
か
ら
正
式
に
連

絡
が
あ
る
と
思
う
事

ⅳ
祝
辞
を
述
べ
度
く
て
内
報
し
た
事

　

し
か
も
、『
小
野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

２
』
の
中
に
、
こ
の
書
簡
の
内
容
を
補
完

す
る
史
料
を
見
出
す
事
が
出
来
た
。
そ
れ

　

そ
し
て
、
そ
の
「
ト
ッ
プ
記
事
」
の
中

で
は
「
熊
澤
氏
は
本
學
財
務
部
長
と
し
て

實
質
的
に
は
既
に
理
事
の
任
に
當
つ
て
ゐ

た
も
の
で
あ
り
」
と
さ
れ
た
後
に
、「
山

は
、「
船
場　

12
．
３
．
10
」
の
ス
タ
ン

プ
が
押
さ
れ
た
「
バ　

ク
ロ
ウ
チ
ヨ
ー
ニ

チ
ヨ
ウ
メ
六
八
」
オ
ノ
ム
ラ
タ
ネ
ト
シ

殿
」
宛
の
「
ゴ　

エ
イ
セ
ン
ヲ
シ
ユ
ク
ス
」

マ
ツ
バ　

ラ
カ
ン
」
と
い
う
内
容
の
電
報

（
コ
ピ
ー
）
で
あ
る
。「
マ
ツ
バ　

ラ
カ
ン
」、

即
ち
日
本
大
學
教
授
松
原
寛
か
ら
の
小
野

村
胤
敏
先
生
の
理
事
選
出
を
祝
し
た
電

報
（
コ
ピ
ー
）
で
あ
り
、
昭
和
十
二
年
三

月
十
日
「
船
場
」
局
受
信
の
も
の
で
あ
る
。

榊
原
書
簡
の
ⅳ
の
趣
旨
と
同
様
の
趣
旨
の

電
文
で
あ
り
、
ⅰ
・
ⅱ
の
内
容
と
矛
盾
し

な
い
。
ⅲ
を
補
強
す
る
史
料
、
即
ち
「
日

本
大
學
ヨ
リ
正
式
尓
御
連
絡
」
と
い
う
点

に
関
す
る
史
料
は
、『
小
野
村
胤
敏
氏
関

係
史
料　

１
』
及
び
『
小
野
村
胤
敏
氏
関

係
史
料　

２
』
に
は
見
出
せ
な
い
。

　

だ
が
、『
小
野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

２
』
に
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
二
十
日
付

『
日
本
大
學
新
聞
』
第
二
面
掲
載
の
「
任

期
満
了
に
よ
る
改
選　

新
理
事
に
四
氏
就

任　

新
顔
は
熊
澤
、
小
野
村
両
氏
」
の
見

出
し
の
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
コ
ピ
ー
）

が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
記
事
の
「
前

文
」
に
次
の
様
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

岡
総
裁
と
は
同
期
の
出
身
で
あ
る
野
村
氏

は
日
大
専
門
學
校
長
と
し
て
大
阪
駐
在
の

榊
原
理
事
が
東
京
に
引
き
上
げ
た
今
日
で

は
當
然
の
選
任
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
ゐ

か
ね
て
任
期
満
了
と
な
つ
て
ゐ
た
川
口
、
荒
川
、
山
野
井
、
各
理
事
の
改
選
に

就
て
は
維
持
会
員
に
於
て
五
名
の
銓
衡
委
員
を
あ
げ
て
鋭
意
銓
衡
中
で
あ
つ
た

が
川
口
義
久
、
荒
川
五
郎
、
熊
沢
倉
吉
、
小
野
村
胤
敏
四
氏
と
決
定
、
三
月
十

二
日
附
け
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
の
手
続
を
完
了
、
発
表
さ
れ
た
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る
」
と
、
支
離
滅
裂
の
文
が
続
い
て
い
る
。

榊
原
先
生
と
山
岡
先
生
は
共
に
日
本
法
律

學
校
の
明
治
三
二
年
卒
業
で
あ
る
事
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
大
正
八
年
九
月
現

在　

日
本
大
学
校
友
會
名
簿
』（
日
本
大

学
校
友
會
發
行　

大
正
八
年
））、「
前
文
」

に
「
小
野
村
胤
敏
」
先
生
の
名
前
が
あ
る

事
か
ら
、「
小
野
村
氏
は
日
大
専
門
學
校

長
と
し
て
山
岡
総
裁
と
は
同
期
の
出
身
で

あ
る
大
阪
駐
在
の
榊
原
理
事
が
東
京
に
引

き
上
げ
た
今
日
で
は
當
然
の
選
任
で
あ
ろ

う
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
様
な
文
に

な
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
く
、
昭
和
十
二
年
三
月
二
十
日
付

『
日
本
大
學
新
聞
』
第
二
面
掲
載
の
「
新

し
い
職
制　

参
輿
・
參
事
創
立
さ
る
」
と

い
う
見
出
し
の
記
事
に
は
、
電
報
の
発
信

者
で
あ
る
「
マ
ツ
バ　

ラ
カ
ン
」、
即
ち

「
松
原
寛
」
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、「
松
原

博
士
は
藝
術
學
科
長
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
昭
和
十
二
年
三
月
十
日
付
け

小
野
村
胤
敏
先
生
宛
の
榊
原
坤
作
先
生
書

簡
で
陳
述
さ
れ
て
い
る
ⅰ
・
ⅱ
・
ⅲ
の
点
は

「
内
的
批
判
」
の
結
果
、
事
実
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
訳
で
あ
る
（
但
し
、
理

事
銓
衡
委
員
會
が
開
催
さ
れ
た
正
確
な
日

時
は
他
の
史
料
か
ら
確
認
は
で
き
な
い
が
、

此
処
で
検
討
し
た
諸
史
料
の
陳
述
か
ら
「
昭

和
十
二
年
三
月
九
日
正
午
」
で
あ
っ
た
事

は
可
信
性
（Glaubw

ürdigkeit

）
が
高
い
）。

　

史
料
批
判
を
為
し
た
後
は
、「
総
括
」

（Zusam
m

enfassung

）
を
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
小
野
村
胤
敏
先
生
の
日

本
大
學
理
事
銓
衡
に
関
し
て
は
、
次
の
様

に
総
括
出
来
よ
う
。「
川
口
、
荒
川
、
山

経
歴
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
発
見
し
た
多

く
の
一
次
史
料
か
ら
さ
え
も
、
前
身
の
専

門
學
校
に
於
け
る
経
歴
し
か
判
明
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
、
先
生
の
日
本
大
學
で
の

経
歴
が
此
処
に
初
め
て
解
明
出
来
た
事
は

非
常
に
重
要
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
次
の
様
な
注
目
す
べ
き
点

に
連
接
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

前
回
の
勉
強
会
で
の
報
告
で
俎
上
に
載

せ
た
学
習
院
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
図

書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
山
岡
萬
之
助
関
係
文

書
」F-

Ⅰ-67

「
大
阪
財
團
決
裁
」（
六
人

の
理
事
花
押
・
押
印
の
あ
る
）
の
内
容
は
、

次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
文
書
の
此
処
で
注
目
す
べ
き
は
、

次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

⒜
「
寄
附
者
ヲ
財
団
ノ
関
係
者
ト
為
ス
ノ

必
要
ヲ
認
ム
レ
ト
モ
之
ヲ
直
ニ
本
大
學
ノ

維
持
員
又
ハ
評
議
員
ト
為
ス
ハ
適
當
ニ
無

之
」

⒝
「
本
學
ト
ハ
常
ニ
聯
絡
ヲ
保
ツ
為
メ
経

理
上
理
事
一
名
ハ
日
本
大
學
理
事
ヲ
以
テ

シ
教
務
上
ニ
ハ
総
長
及
學
長
ヲ
大
阪
専
門

學
校
長
ノ
上
ニ
冠
セ
シ
メ
以
テ
両
者
ノ
関

係
ヲ
保
持
セ
ン
ト
ス
」

　

榊
原
坤
作
校
長
時
代
に
頓
に
経
営
の
行

き
詰
っ
た
前
身
校
に
対
し
、
小
野
村
胤
敏

先
生
は
昭
和
九
年
か
ら
同
十
二
年
に
か
け

て
校
舎
建
設
資
金
と
し
て
「
金
貮
萬
圓
」

を
寄
附
し
、
更
に
昭
和
十
二
年
に
は
前
身

校
の
金
融
機
関
か
ら
の
「
借
入
金
」「
金

五
萬
圓
」
の
「
擔
保
提
供
者
」
に
な
っ
て

い
る
事
を
、
私
は
既
に
一
次
史
料
に
立
脚

し
て
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
小
野

村
胤
敏
先
生
が
昭
和
十
二
年
に
日
本
大
學

の
理
事
に
銓
衡
さ
れ
た
事
は
、
⒜
の
点
の

事
実
上
軌
道
修
正
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

し
、
そ
れ
だ
け
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
と
い

う
事
に
な
ろ
う
か
。
又
、
日
本
大
學
の
経

理
畑
の
職
員
出
身
の
榊
原
坤
作
先
生
が
前

身
校
に
出
向
し
た
の
は
⒝
の
「
本
學
ト
ハ

常
ニ
聯
絡
ヲ
保
ツ
為
メ
経
理
上
理
事
一
名

ハ
日
本
大
學
理
事
ヲ
以
テ
」
す
る
と
い
う

意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

従
来
、
私
は
一
次
史
料
に
立
脚
し
て
、

小
野
村
胤
敏
校
長
時
代
に
「
日
本
大
學
専

門
學
校
」
か
ら
「
日
本
大
學
大
阪
専
門
學

校
」
へ
の
名
称
変
更
（
昭
和
十
四
年
）、「
日

本
大
學
大
阪
専
門
學
校
」
か
ら
「
大
阪
専

門
學
校
」
へ
の
名
称
変
更
（
昭
和
十
八
年
）、

野
井
」
各
理
事
が
任
期
満
了
と
な
っ
た

為
、
理
事
を
銓
衡
す
る
委
員
が
「
維
持
会

員
」
か
ら
選
出
さ
れ
、山
岡
萬
之
助
総
長
・

榊
原
坤
作
先
生
等
の
数
名
か
ら
構
成
さ
れ

る
理
事
「
銓
衡
委
員
會
」
が
昭
和
十
二
年

三
月
九
日
正
午
よ
り
開
催
さ
れ
、
理
事
と

し
て
「
川
口
義
久
、荒
川
五
郎
、熊
沢
倉
吉
、

小
野
村
胤
敏
四
氏
」（「
熊
澤
、
小
野
村
両

氏
」
は
「
新
顔
」）
が
選
出
さ
れ
、
三
月

十
二
日
に
「
選
任
の
手
続
」
が
完
了
し
て
、

正
式
に
「
発
表
」
さ
れ
た
。

　
「
総
括
」
を
為
し
た
後
は
、「
評
価
」

（W
ertbestim

m
ung

）
を
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
小
野
村
胤
敏
先
生
の

　
　
　
　
　
　

大
阪
日
本
大
學
財
團
ノ
件

　

大
阪
日
本
大
學
ハ
日
本
大
學
財
團
ノ
一
部
ト
シ
テ
経
営
シ

　

現
今
法
科
政
治
科
商
科
ヲ
有
シ
經
濟
ヲ
獨
立
シ
大
体
収

　

支
相
償
フ
状
況
ニ
在
リ
然
ル
處
諸
設
備
ハ
未
タ
完
成
セ
サ
ル
ハ
勿

　

論
明
年
度
ハ
新
ニ
中
學
ヲ
設
立
ス
ル
豫
定
ニ
シ
テ
夫
々
特マ

マ

志
家

　

ノ
寄
附
勧
誘
中
ニ
有
之
其
ノ
為
寄
附
者
ヲ
財
団
ノ
関
係
者

　

ト
為
ス
ノ
必
要
ヲ
認
ム
レ
ト
モ
之
ヲ
直
ニ
本
大
學
ノ
維
持
員
又
ハ
評

　

議
員
ト
為
ス
ハ
適
當
ニ
無
之
依
テ
財
團
ヲ
獨
立
セ
シ
メ
テ
之
カ
関
係

　

者
ト
為
シ
以
テ
相
當
ノ
力
ヲ
好
ン
テ
盡
力
セ
シ
ム
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
ス
加

　

フ
ニ
将
來
大
阪
日
本
大
學
ノ
財
政
ニ
支
障
ヲ
生
シ
欠
損
ヲ
生

　

ス
ル
事
ナ
シ
ト
謂
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
以
テ
斯
ル
場
合
ニ
塁
ヲ
本
學
ニ
及

　

ホ
ス
患
ヲ
避
ケ
百
年
ノ
計
ヲ
樹
ツ
ル
ノ
要
ア
リ
旁
財
団
ヲ
別

　

異
ニ
ス
ル
ヲ
適
當
ト
ス
但
本
學
ト
ハ
常
ニ
聯
絡
ヲ
保
ツ
為
メ

　

経
理
上
理
事
一
名
ハ
日
本
大
學
理
事
ヲ
以
テ
シ
教
務
上
ニ
ハ

　

総
長
及
學
長
ヲ
大
阪
専
門
學
校
長
ノ
上
ニ
冠
セ
シ
メ
以
テ
両
者

　

ノ
関
係
ヲ
保
持
セ
ン
ト
ス
依
テ
右
案
ノ
通
決
定
可
致
候

　
　

大
阪
日
本
大
學
ヲ
獨
立
ノ
財
團
ト
為
ス
タ
メ
文
部
大
臣

　
　

ニ
申
請
ノ
手
續
ヲ
為
ス
事
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そ
し
て
設
立
者
の「
財
團
法
人
日
本
大
學
」

か
ら
「
財
團
法
人
大
阪
専
門
學
院
」
へ
の

変
更
（
昭
和
十
五
年
）
が
果
た
さ
れ
、
前

身
の
専
門
學
校
が
日
本
大
學
か
ら
制
度
上

の
独
立
を
漸
次
的
に
強
め
て
い
っ
た
過
程

を
検
証
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
一
次
史

料
の
発
見
・
解
読
を
通
じ
て
小
野
村
胤

敏
校
長
は
日
本
大
學
理
事
に
銓
衡
さ
れ
た

（
昭
和
十
二
年
）
事
実
を
発
見
し
た
。
こ

の
両
者
を
弁
証
法
的
に
止
揚
す
る
と
、
制

度
上
独
立
せ
る
存
在
と
な
っ
て
行
く
前
身

の
専
門
學
校
は
校
長
が
日
本
大
學
の
理
事

に
銓
衡
さ
れ
る
と
い
う
人
事
に
よ
っ
て
、

日
本
大
學
と
の
間
に
「
絆
」
が
保
持
さ
れ

て
い
っ
た
と
見
做
す
事
が
出
来
よ
う
。
前

身
の
大
阪
専
門
學
校
に
於
け
る
昭
和
十
八

か
ら
同
十
九
年
に
か
け
て
の
紛
争
の
解
決

に
、
当
時
日
本
大
學
理
事
で
あ
っ
た
世
耕

弘
一
先
生
が
出
向
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
様

な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
厳
正
に
位
置
付
け
て
、

甫
て
首
肯
出
来
る
の
で
あ
る
。

追
記

　

本
稿
で
は
近
畿
大
学
関
係
者
の
み
は

「
先
生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士

に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

　
『
阪大

毎
日
新
聞
』
は
毎
日
新
聞
社
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を「
毎
索
」で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

　
『
官
報
』
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
し
て
利
用
し
た
。

（
近
畿
大
学
名
誉
教
授

建
学
史
料
室
特
別
研
究
員　

荒
木　

康
彦
）

第
十
三
回
（
通
算
第
二
十
二
回
）
勉
強
会

（
令
和
元
年
十
二
月
七
日
）

校
史
関
係
の
学
外
史
資
料
調
査

　
「
日
本
大
學

大
阪
専
門
學
校
長　

法
学
博
士　

小
野
村
胤
敏
殿
」宛
の「
誓
約
書
」及
び「
大

阪
専
門
學
校
學
則
中
変
更
認
可　

昭
和
十

五
年
二
月
十
四
日
」

　

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵
『
小
野
村

胤
敏
氏
関
係
史
料　

日
本
大
学
（
大
阪
）

専
門
学
校　

２
』（
以
後
、『
小
野
村
胤
敏

氏
関
係
史
料　

２
』
と
略
称
す
る
）
フ
ァ

イ
ル
に
「
日
本
大
學

大
阪
専
門
學
校
長　

法
学

博
士　

小
野
村
胤
敏
殿
」
宛
の
「
宣
約

書
」（
縦
約
二
十
六
セ
ン
チ
・
横
約
十
九
セ

ン
チ
）（
Q
１
）
の
コ
ピ
ー
が
収
録
さ
れ

て
い
る
の
を
見
出
し
た
。『
小
野
村
胤
敏

氏
関
係
史
料　

２
』
は
、
同
室
所
蔵
『
小

野
村
胤
敏
氏
関
係
史
料　

日
本
大
学
（
大

阪
）
専
門
学
校　

１
』
フ
ァ
イ
ル
と
共
に
、

小
野
村
胤
敏
先
生
が
残
し
た
文
書
等
を
、

先
生
の
御
子
孫
側
か
ら
関
西
大
学
の
関

係
者
が
複
写
し
た
も
の
か
ら
成
る
事
は
、

従
来
紹
介
し
た
通
り
で
あ
り
、
当
該
「
誓

約
書
」
も
「
来
歴
」（H

erkunft
）
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
「
批
判
」（K

ritik
）

を
行
う
必
要
は
な
い
。

　

こ
れ
又
以
前
に
論
証
し
た
通
り
、
前
身

校
が
「
日
本
大
學
専
門
學
校
」
か
ら
「
日

本
大
學
大
阪
専
門
學
校
」
へ
の
改
称
が
認

可
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一

日
で
あ
り
（
同
年
の
「
文
部
省
告
示
第
百

九
十
八
號
」）、「
大
阪
専
門
學
校
」
へ
の

改
称
が
認
可
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
八
年
三

月
十
二
日
で
あ
り
（
同
年
の
「
文
部
省
告

示
第
百
五
十
四
號
」）、
校
長
代
理
だ
っ
た

小
野
村
胤
敏
先
生
が
日
本
大
學
専
門
學
校

長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
年
十
一
月

（『
公
文
類
聚
・
第
六
十
七
編
・
昭
和
十
八

年
・
第
百
二
巻
・
学
制
（
大
学
）』
収
録

文
書
「
大
阪
理
工
科
大
學
ヲ
大
學
令
ニ
依

リ
設
立
ス
」
末
尾
掲
載
「
財
團
法
人
大
阪

理
工
科
大
學
役
員
調
」）
で
あ
る
。
此
処

か
ら
先
ず
は
、
考
察
の
俎
上
に
載
せ
る
当

該
史
料
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
か
ら
昭
和

十
八
年
三
月
迄
の
間
で
、
前
身
の
専
門
学

校
に
入
学
し
た
学
生
が
提
出
す
る
「
誓
約

書
」
の
用
紙
だ
と
謂
う
事
が
出
来
る
。

　

一
見
何
等
変
哲
此
無
当
該
「
誓
約
書
」

用
紙
が
小
野
村
胤
敏
先
生
に
よ
っ
て
態
々

残
さ
れ
て
い
た
事
の
「
動
機
」（M

otiv

）

に
鋭
く
遡
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

謂
う
を
俟
た
な
い
。マ
ッ
ク
ス・ヴ
ェ
ー
バ
ー

（M
ax W

eber 1864
−1920

）
の
非
常
に

卓
抜
且
つ
犀
利
な
理
論
に
依
れ
ば
、
人
間

を
対
象
と
す
る
科
学
（W

issenschaft

）

の
場
合
、
そ
の
行
為
の
主
観
的
動
機

（das subjective M
otiv

）
を
理
解
す
る

（verstehen

）
と
い
う
「
目
的
論
的
考
察
」

を
、
科
学
が
立
脚
す
る
原
因
・
結
果
の
「
因

果
律
」
に
接
合
す
る
点
に
、
独
自
の
成
立

根
拠
が
存
す
る
。
こ
の
場
合
の
動
機
解
明

の
根
拠
と
な
る
の
は
、
当
該
誓
約
書
の
欄

外
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
学
校
名
・
学
科
名

の
部
分
が
「
日
本
大
學

大
阪
専
門
學
校
理

学
科
」

と
表
記
さ
れ
て
、「
工
」
の
文
字
が
修
正
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
と
理
解
さ
れ
る
。

　

小
野
村
胤
敏
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
と

想
わ
れ
る
石
田
文
次
郎
（1892

−1979

）

が
識
し
た
「
遺
功
表　

法
学
博
士
小
野
村

胤
敏
君
」
の
碑
文
に
、
注
目
す
べ
き
次
の

様
な
条く
だ
りが
あ
る
。

　
（
前
略
）
庭
訓
を
奉
じ
て
敬
神
尊
皇
の

念
厚
く
率
先
範
を
垂
る
し
か
の
み
な

ら
ず
教
育
報
國
の
理
念
に
富
む
昭
和

十
年
日
本
大
學
専
門
學
校
長
並
び
に

財
團
理
事
の
任
を
嘱
せ
ら
る
る
や
其

の
向
上
發
展
に
心
血
を
濺
ぐ
偶
々
時

局
の
要
請
に
鑑
み
工
業
教
育
の
振
興

に
着
眼
し
て
昭
和
十
二
年
日
本
工
學

校
更
に
仝
十
四
年
日
本
工
業
學
校
を

創
設
し
技
術
者
の
育
成
に
努
む
仝
十

五
年
大
阪マ

専
門
學マ

校
に
理
学
科
を
併

設
す
時
恰
も
国
民
の
総
力
を
結
集
す

べ
き
秋
に
際
會
せ
る
を
以
て
君
は
勇

猛
邁
進
し
て
學
園
の
發
展
と
後
進
の

指
導
誘
掖
に
只
管
力
を
効
す
赤
誠
は

遂
に
凝
結
し
て
昭
和
十マ

マ七
年
大
阪
理

工
科
大
學
の
開
黌
を
見
る
に
至
れ
り

君
は
推
さ
れ
て
初
代
學
長
に
就
任
し

財
團
理
事
長
を
兼
ね
て
經
営
の
責
に

任
ず
斯
く
て
愈
々
其
の
基
礎
を
鞏
固

に
し
て
こ
れ
が
興
隆
發
展
の
為
に
寝

食
を
安
ん
ず
る
暇
な
か
り
き
（
後
略
）

　

右
に
引
用
し
た
碑
文
の
陳
述
か
ら
窺

え
る
、
小
野
村
胤
敏
先
生
の
前
身
校
拡
充

の
取
組
み
は
、
次
の
様
に
纏
め
ら
れ
得
る
。

ⅰ
「
教
育
報
國
の
理
念
に
富
む
」
小
野

村
胤
敏
先
生
は
、「
昭
和
十
年
日
本
大
學

専
門
學
校
長
並
び
に
財
團
理
事
の
任
を

嘱
せ
ら
」
れ
る
と
、「
其
の
向
上
發
展
に

心
血
を
濺
」
い
た
。

ⅱ
「
偶
々
時
局
の
要
請
に
鑑
み
工
業
教
育

の
振
興
に
着
眼
し
て
昭
和
十
二
年
日
本

工
學
校
更
に
仝
十
四
年
日
本
工
業
學
校


